
○健全化判断比率について
(単位：％)

健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

　　　　　　　　　― 14.52 20.00

　　　　　　　　　― 19.52 30.00

9.1 25.0 35.0

　　　　　　　　　― 350.0

①実質赤字比率

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
（単位：千円、％)

15,133,127

14,704,327

120,580

308,220

5,846,855

―

※一般会計等：一般会計のほか、公営事業会計を除く特別会計が含まれる。

②連結実質赤字比率

すべての会計（一般会計等及び公営企業会計）を対象とした連結実質赤字額の標準財政規模に対する比率

連結実質赤字額＝（イ＋ロ）＞（ハ＋二）の場合の当該超える額

・・・・　0

・・・・　資金不足額なし

・・・・     468,718千円

・・・・　1,163,713千円

③実質公債費比率

一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率（３カ年平均）
（単位:千円、％）

平成30年度 令和元年度 令和２年度

815,642 842,766 848,977

632,639 505,158 505,308

949,740 948,794 940,489

5,709,718 5,698,708 5,846,855

10.47360 8.40289 8.43386

B　準元利償還金

C　元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

D　標準財政規模

単年の実質公債費比率　{（A+B)-C)}/(D-C)×100

実質公債費比率　（3カ年平均） 9.1

※A 公債費充当一般財源等額 ： 元利償還金から「①繰上償還額及び借換債を財源として償還した額」と②特例財源「貸付金の財源とし
て発行した地方債に係る貸付金の元利償還金」「公営住宅使用料」「地方債償還額に充当した都市計画税」を控除した額

※B　準元利償還金　： 公営企業債の元利償還金に対する一般会計からの繰出金、一部事務組合等が起こした地方債の元利償還金に
対する補助金・負担金、債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの

※C　元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額　： 地方債に係る元利償還金に要する経費として普通交付税の額の算
定に用いる基準財政需要額に算入された額及び、準元利償還金に要する経費として普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に
算入された額

※D　標準財政規模　： 標準税収入額等＋普通交付税額＋臨時財政対策債発行可能額

A　公債費充当一般財源等額

（４）実質収支額　(1)-(2)-(3)

（５）標準財政規模

　　実質赤字比率　(4)／(5) 実質赤字がない　→　該当なし

　　イ　一般会計及び公営企業以外の特別会計のうち実質赤字が生じた会計の
　　　実質赤字額の計

　　ロ　公営企業会計のうち資金不足が生じた会計の資金不足額の計

　　ハ　一般会計及び公営企業以外の特別会計のうち実質黒字が生じた会計の
　　　実質黒字額の計

　　二　公営企業会計のうち資金剰余が生じた会計の実質黒字額の計

（１）歳入総額

（２）歳出総額

（３）翌年度に繰り越すべき財源

④将来負担比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

令和２年度決算に基づく健全化判断比率等の公表



④将来負担比率

（単位：千円）

R01 R02

18,711,317 18,900,195

10,498,235 11,225,123

0 0

5,504,138 5,502,921

1,168,514 1,146,462

1,540,430 1,025,689

0 0

18,296,901 19,214,905

6,912,155 7,453,398

0 0

11,384,746 11,761,507

5,698,708 5,846,855

948,794 940,489

8.7 ―

※R02の将来負担比率は計算上△6.4となるが、数値が△になる場合、将来負担比率はなしとなる。

○資金不足比率について

(単位：千円、％）

事業規模
（A)

資金剰余額
（B)

資金不足額
（C)

資金不足比
率

371,401 743,292 0 ―

101,934 172,059 0 ―

5,976 17,927 0 ―

78,581 230,435 0 ―

非 28,035 0 0 ―有田南部工業団地造成事業特別会計

D　算入公債費等の額　（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

将来負担比率 （A-B)/(C-D)

各公営企業における「資金不足比率」については、令和２年度決算において資金不足を生じた公営企業はない。

特別会計

適

水道事業会計

公共下水道事業会計

農業集落排水事業会計

浄化槽整備推進事業会計

C　標準財政規模

A　将来負担額

地方債の現在高

債務負担行為に基づく支出予定額

公営企業債等繰入見込額

組合負担等見込額

退職手当負担見込額

設立法人等の負債額等負担見込額

B　充当可能財源等

充当可能基金

充当可能特定歳入

基準財政需要額算入見込額

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率


